
【②図面の着色や決まり事】

【参考資料】
・土木工事積算資料 令和元年度（２０１９年度）（熊本県土木部）
・熊本県電子納品運用ガイドライン 平成３１年４月１日（熊本県土木部）
・CAD製図基準（案） 平成１６年６月（国土交通省）

２－３



１，図面の着色（基本的な考え方；紙図面の場合）

図面の着色については、土木工事における工事実施図面着色の統一化を図るた
め、「図面の着色要領」を定めています。 （積算資料Ⅱ-1-1-28掲載）
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①図面の着色について



積算資料抜粋
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当初
設計



当初平面図
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当初横断図
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当初ブロック積展開図
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当初ブロック積展開図
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積算資料抜粋
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変更
設計



変更平面図
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変更横断図
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変更ブロック積展開図
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変更ブロック積展開図
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変更ブロック積展開図



２，図面の着色（応用；CAD図面の場合）
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なお、電子納品が導入されたため、平成１８年度に新たに「CAD図面の着色要
領」が定められました。 （イントラネット電子納品関係の箇所に掲載有り）



「CAD図面の着色要領」
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当初
設計
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「CAD図面の       

着色要領」

変更
設計
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「CAD図面の       

着色要領」
別紙



②電子納品とCAD製図基準（案）
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CALS/EC導入のメリット
●情報の電子化
●通信ネットワークの利用
●情報の共有化
の三要素より成り立っており、それぞれ、発注者、受注者、県民へメリットがあります。 



【電子納品について】
熊本県 電子納品運
用ガイドライン
H31.4.1改訂

国土交通省
平成１６年６月版
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参考資料



「CAD製図基準（案）平成１６年６月」国土交通省ホームページ

平成１６年６月版
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参考資料



１，図面の大きさ

図面の作成は、これまで紙に手書きの図面が主でした。近年は電子納品のため
ＣＡＤデータでの作成が原則になってきています。

図面の大きさは、これまでＡ１が標準的でした。それが近年はＣＡＤデータで
作成するため、拡大・縮小が容易に行えることにより事務所毎の運用でＡ３サ
イズで運用している事務所もありますので、事務所の指示に従い作成していた
だきたいと思います。しかし、検査時や施工図面として紙での作成をする場合
はＡ１サイズを標準としています。

ただし、構造物の形状によっては、それ以外の大きさが適切な場合があります。
その場合の図面の大きさは下表を参考とすることとします。
選定の優先順位は、第１類、第２類、第３類の順となっています。
また、これにより難い場合は、関係機関との協議で決定することとしています。
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「CAD製図基準（案）平成１６年６月」より
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「CAD製図基準（案）平成１６年６月」より



２，図面の向き

土木製図基準（土木学会）においては、図面の正位は長辺を横方向、または縦
方向どちらにおいても良いと記載されています。しかしＣＡＤ製図基準（案）
では、解説図に示すように長辺を横方向においた位置を正位とするとしていま
す。
ただし、高さの大きい構造物等を示す場合には、関係者間で協議の上、下図右
に示すように長辺を縦方向に変えることが出来るとされています。

解説図 ：長辺を横方向にした配置

解説図 ：長辺を縦方向にした配置
基本はこちら
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「CAD製図基準（案）平成１６年６月」より



３，図面の輪郭（外枠）と余白

図面には、作図領域を明確にするために輪郭を設けます。また、紙で出力する
場合、用紙の縁から生ずる損傷で記載事項を損なわないようにするためでもあ
ります。
輪郭線は実線とし線の太さは１．４ｍｍを標準としています。

※図面を綴る必要がある場合は、綴る側にさらに２０ｍｍ以上の綴じ代幅を設
けたほうが良いとされています。
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「CAD製図基準（案）平成１６年６月」より
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●記載事項
表題欄の記載事項は、以下の項目を標準とする。ただしこれにより難い場合は、

別途基準にて定めることで、その一部を変更・追加できるものとする。

図面には、図面の管理上必要な事項、図面内容に関する定形的な事項などをま
とめて記入するための表題欄を設けます。

（１）表題欄は、各組織で形式が異なるため、統一した表題欄を設定するこ
とが難しく、運用上、本基準（案）により難い場合は、その一部を変更して
使うことが出来ます。ただし、大きさについては、土木製図基準等に準じる
こととしています。（幅は１７０ｍｍ以下とする。）

（２）表題を見る向きは、図面の正位に一致するようにします。

●表題欄の位置
表題欄は、図面の右下隅輪郭線に接して記載することを原則とする。

（３）図面内に複数の縮尺が存在する場合には、代表的な縮尺もしくは「図
示」を表題欄に記入します。

４，図面の表題欄

（工事名） ：業務名又は、工事件名を記載します。
（路線名） ：工事を行う路線名を記載します。
（工事箇所） ：工事を行う地区名を記載します。
（図面種類） ：図面の名称を記載します。
（縮尺） ：紙出力する際の縮尺を記載します。
（図面） ：図面の番号を記載します。
（現況図） ：実測現況平面データの種類を記載します。
（発注機関名）：事業者（事務所）名を記載します。

「CAD製図基準（案）平成１６年６月」より



●表題欄の様式
表題欄の寸法及び様式は、下図を標準とします。

図 表題欄の寸法及び様式 （単位 ： ｍｍ）
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５，図面の尺度（縮尺）

図面の尺度は、共通仕様書に示す尺度（縮尺）を適用します。

ＣＡＤは通常、実寸で作図することが多いですが、ここで定める尺度とは、紙
に出力する場合の尺度（縮尺）のことです。
尺度（縮尺）とは、「図形の大きさ（長さ）と対象物の大きさ（長さ）との割
合（JIS Z 8114より）」を指し倍尺、現尺、縮尺に分類されます。このうち縮尺と
は「対象物の大きさ（長さ）よりも小さい大きさ（長さ）に図形を描く場合の尺
度（JIS Z 81Hより）」を指し作図される図形の寸法とその実物の縮小比を示し一般
的には図形寸法を１として表現されます。
共通仕様書で尺度（縮尺）が明確に定められていない図面（例えば「1:200～

1:500適宜」などと表現されている図面等）については、土木製図基準に示される
尺度のうち、適当な尺度（縮尺）を用いるものとされています。
土木製図基準では、１：Ａにおいて、Ａは１×１０n、２×１０n、５×１０nを
なるべく優先し、１．５×１０n、２．５×１０n、３×１０n、４×１０n、６×１
０nを次善としています。また、JIS Z 8314では１：１０√2、１：２００√2、１：５
√2のように√2倍するＡの値を許しているが、これは写真操作で拡大・縮小するこ
とを考慮したものです。
また、図面内に複数の尺度（縮尺）が存在する場合には、図の上部に記載する
表題の近傍に表題より少し小さい文字の大きさで尺度（縮尺）を併記することに
しています。
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「CAD製図基準（案）平成１６年６月」より



（参考）図面に使用される語句

●ＧＨ（Ｇｒｏｕｎｄ Ｈｅｉｇｈｔ）
工事を行う前の構造物の中心の位置にある地盤高のことです。
横断図や縦断図にＧＨ（地盤高）として記載されています。

図面を作成するにあたり専門的な語句があります。

●ＦＨ（Ｆｏｒｍｅｔｉｏｎ Ｈｅｉｇｈｔ）
工事を行った後の構造物の中心の位置にある計画高さのことです。
ＦＨは別名ＰＨ（Ｐｌａｎｎｅｄ Ｈｅｉｇｈｔ）ということもあります。
横断図や縦断図にＦＨ（計画高）として記載されています。

●ＤＬ（Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ Ｌｉｎｅ）
横断図を書く際に、基準とする高さです。

例えば、標高（高さ）が１００ｍの道路がある場合で０ｍの位置を基準に横断図
を描こうとすると１／１０００の縮尺で高さの部分だけでも１０ｃｍあり、しか
も１／１０００の縮尺では図が小さすぎて何を描いてあるか解りません。
そこで、ＤＬ＝９５．０００と記載し、実際には道路は１００ｍの位置にありま
すがＤＬを９５ｍの位置に設定しその高さから５ｍ上げた位置で１／１００や１
／５０などの縮尺で横断図を書くと小さすぎず解りやすい図面が作図できます。
ＤＬの設定は特に規定はなく、その現場に併せて設定できます。
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●ＢＣ（Ｂｉｇｉｎｎｉｎｇ ｏｆ Ｃｕｒｖｅ）
ＥＣ（Ｅｎｄ ｏｆ Ｃｕｒｖｅ）
曲線の始点、終点の意味です。
始まりをＢＣ、終わりをＥＣと表します。

●ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｓｅｃｔｉｏｎ Ｐｏｉｎｔ ）
曲線を構成する交点のことです。また、中間点をいうこともあります。
平面図に曲線毎の緒言を記載してあります。

●ＩＡ（Ｉｎｔｅｒｓｅｃｔｉｏｎ Ａｎｇｌｅ）
交点の角度のことです。大きくなるほど曲線長が長くなります。
曲線緒言としてＩＰ毎に記載してあります。

●ＫＡ（Ｋｌｏｔｏｉｄｅｎ Ａｎｆａｎｇ）
ＫＥ（Ｋｌｏｔｏｉｄｅｎ Ｅｎｄｅ）
クロソイド曲線の始点、終点の意味です。
始まりをＫＡ、終わりをＫＥと表します。
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図面を作成するにあたり専門的な語句があります。

（参考）図面に使用される語句



　　101.34

NO.3+14.0

GH=101.36

FH=

DL=100.00

K
(20.30)

GH（地盤高）
FH（計画高）

DL（基準とする高さ）

K（用地境界）

CADで見る
横断図の例
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